
島田市行政改革大綱に基づく実施計画【個別項目別個票】　
《推進施策２ 親しみやすい市役所づくり》

〔推進項目（1）利用しやすい行政サービス体制の確立〕

窓口利用及び施設の
開館時間等の見直し

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

市民が求めるサービスを的確・適切に提供し、市民の利便性の向上を図るとともに、行政運営及びまちづくりへの市民参加を促すための制度や仕組みを確立し、市民活動が行いやすい体制づくりを目指す。

効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

目標効果額の算出根拠

【市民課】
サービスセンターの取扱業務について
引続き見直しを行う。
毎日17:15～19:00
窓口時間外延長
毎週土曜日8:30～12:00
窓口開庁事務
【出納室】
12:00～13:00の時間帯について、市金
庫を開け、金融機関派遣職員による通
常対応とする。市金庫が閉じている
8:30～9:00、16:00～17:15の間は、出
納室において市税等を収納できる体制
をとる。（継続実施）
【図書館】
Ｈ22年度に引き続き検討を行い、最終
案を決定する。
【児童課】
Ｈ24年度に予定している中央児童セン
ターの移転に伴い、新施設の開館時間
や運用方法等について検討を行う。

【市民課】
引き続き、取扱内容の見直しを行う。
【出納室】
12:00～13:00の時間帯について、市金庫を
開け、金融機関派遣職員による通常対応と
する。市金庫が閉じている8:30～9:00、
16:00～17:15の間は、出納室において市税
等を収納できる体制をとる。（継続実施）
【図書館】
新図書館の開館に伴い開館時間の延長を予
定。
（火～金）9：30～20：00
（土・日・祝）9：30～17:30
月曜日は試行的に開館。
【児童課】
こども館を下記のとおり開館する。
毎週月曜日休館日（児童センターは第３日
曜日も休館日）
開館時間　10:00～19:00
（活動室の利用及び、子どもだけでの利用
は、17:00まで）
【金谷南地域総合課】
取扱業務について引きつづき見直しを行
う。
・窓口時間外延長：
　毎日17:15～19:00
・窓口開庁事務
　毎週土曜日8:30～12:00

【市民課】
引き続き、取扱内容の見直しを行う。
【出納室】
12:00～13:00の時間帯について、市金庫を
開け、金融機関派遣職員による通常対応と
する。市金庫が閉じている8:30～9:00、
16:00～17:15の間は、出納室において市税
等を収納できる体制をとる。（継続実施）
【図書館】
新図書館の開館に伴い開館時間の延長を予
定。
（火～金）9：30～20：00
（土・日・祝）9：30～17:30
月曜日は試行的に開館。
【児童課】
こども館を下記のとおり開館する。
毎週月曜日休館日（児童センターは第３日
曜日も休館日）
開館時間　10:00～19:00
（活動室の利用及び、子どもだけでの利用
は、17:00まで）
【金谷南地域総合課】
取扱業務について引きつづき見直しを行
う。
・窓口時間外延長：
　毎日17:15～19:00
・窓口開庁事務
　毎週土曜日8:30～12:00

【市民課】
平日時間延長（17：15～19：00）、土曜日（8：
30～12：00）の窓口開庁事務を実施。（継続実
施）
行政サービスセンター及び土曜日開庁・時間延長
時の取扱内容について、引き続き見直しを行う。
【子育て応援課】
こども館を下記のとおり開館する。
毎週月曜日休館日（児童センターは第３日曜日も
休館日）
開館時間　10:00～19:00
（活動室の利用及び、子どもだけでの利用は、
17:00まで）
【金谷南地域総合課】
取扱業務について引続き見直しを行う。
・窓口時間外延長
　毎日17:15～19:00
・窓口開庁事務
　毎週土曜日8:30～12:00
【図書館課】
・島田図書館の開館時間（継続実施）
（火～金）9：30～20：00、（土・日・祝）9：30
～17:30
・金谷図書館の開館時間（継続実施）
（火・水、土・日）9：30～17：30、（木・金）
9:30～19:00
・新川根図書館の開館時間について検討する。
【会計課】
12:00～13:00の時間帯について、市金庫を開け、
金融機関派遣職員による通常対応とする。市金庫
が閉じている8:30～9:00、16:00～17:15の間は、
会計課において市税等を収納できる体制をとる。
（継続実施）

効果額は算出しない。
市民の利便性の向上が見込まれる。

【市民課】
毎日17:15～19:00
窓口時間外延長
毎週土曜日8:30～12:00
窓口開庁事務
【出納室】
12:00～13:00の時間帯について、市金
庫を開け、金融機関派遣職員による通
常対応とする。市金庫が閉じている
8:30～9:00、16:00～17:15の間は、出
納室において市税等を収納できる体制
をとる。（継続実施）
【社会教育課】
公民館等施設については、市民の利便
性を考慮し、月曜日以外開館する。
（祝日に当たる場合は開館し翌日を閉
館）
【図書館】
平成24年度新図書館建設に伴って開館
時間の変更等について検討を行う。

具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組）

22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→） 25年度取組予定（→） 26年度取組予定（→）

－

市民の利便性の向上
と事務効率の観点か
ら、すべての窓口や
施設の取扱内容、開
館時間等の見直しを
行う。

22年度取組実績（→） 23年度取組実績（→） 24年度取組実績（→） 25年度取組実績（→） 26年度取組実績（→）

全庁

【市民課】
六合サービスセンターの取扱業務の見
直しを行い、業務を追加した。(仮ナ
ンバーの返却、犬、ねこ登録）
毎日17:15～19:00
窓口時間外延長
毎週土曜日8:30～12:00
窓口開庁事務
（継続実施）
【出納室】
12:00～13:00の時間帯について、市金
庫を開け、金融機関派遣職員による通
常対応とした。市金庫が閉じている
8:30～9:00、16:00～17:15の間は、出
納室において市税等を収納できる体制
をとった。（継続実施）
【図書館】
H24年度新図書館の開館時間について
県内図書館の調査や関係各課を交えて
検討を行った。

【市民課】
窓口時間延長・土曜開庁での取り扱い
業務を見直し、24年度より取扱業務を
追加した。
住民票除票、住民票コード通知、戸籍
附票謄抄本、身分証明書、外国人登録
原票記載事項証明書の発行
【出納室】
12:00～13:00の時間帯について、市金
庫を開け、金融機関派遣職員による通
常対応とした。
市金庫が閉じている8:30～9:00、
16:00～17:15の間は、出納室において
市税等を収納できる体制をとった。
（継続実施）
【図書館】
平成24年度新図書館の開館時間につい
て県内図書館の調査結果を踏まえて検
討し、原案を作成した。
【児童課】
Ｈ24年度からのこども館の開館時間を
決定した。
【金谷南地域総合課】
窓口時間外延長事務及び窓口土曜開庁
事務の取扱業務について見直しを行
う。
・窓口時間外延長：毎日17:15～19:00
・窓口開庁業務：毎週土曜日8:30～
12:00

【市民課】
平日時間延長（17：15～19：00）、土曜日
（8：30～12：00）の窓口開庁事務を実
施。（継続実施）
法改正に伴い、外国人登録原票記載事項証
明書の取扱は7月9日で終了。
【出納室】
12:00～13:00の時間帯について、市金庫を
開け、金融機関派遣職員による通常対応と
する。市金庫が閉じている8:30～9:00、
16:00～17:15の間は、出納室において市税
等を収納できる体制をとった。（継続実
施）
【図書館】
新図書館の開館に伴い開館時間の延長を実
施。
（火～金）9：30～20：00
（土・日・祝）9：30～17:30
月曜日は試行的に開館。
【児童課】
こども館を下記のとおり開館した。
毎週月曜日休館日（児童センターは第３日
曜日も休館日）
開館時間　10:00～19:00
（活動室の利用及び、子どもだけでの利用
は、17:00まで）
【金谷南地域総合課】
取扱業務について下記のとおり実施した。
・窓口時間外延長：
　毎日17:15～19:00
・窓口開庁事務
　毎週土曜日8:30～12:00

【市民課】
平日時間延長（17：15～19：00）、土曜日（8：
30～12：00）の窓口開庁事務を実施。（継続実
施）
【出納室】
12:00～13:00の時間帯について、市金庫を開け、
金融機関派遣職員による通常対応とした。市金庫
が閉じている8:30～9:00、16:00～17:15の間は、
出納室において市税等を収納できる体制をとっ
た。（継続実施）
【図書館】
・島田図書館の開館時間（継続実施）
（火～金）9：30～20：00、（土・日・祝）9：30
～17:30
月曜日は試行的に9：30～17:30開館（閲覧のみ）
していたが、見直しの結果、今年度をもって試行
を終了することとした。
・金谷図書館の開館時間（継続実施）
（火・水、土・日）9：30～17：30、（木・金）
9:30～19:00
【児童課】
こども館を下記のとおり開館した。
毎週月曜日休館日（児童センターは第３日曜日も
休館日）
開館時間　10:00～19:00
（活動室の利用及び、子どもだけでの利用は、
17:00まで）
【金谷南地域総合課】
取扱業務について下記のとおり実施した。(継続
実施)
・窓口時間外延長
　毎日17:15～19:00
・窓口開庁事務
　毎週土曜日8:30～12:00

【市民課】
平日時間延長（17：15～19：00）、土曜日（8：30～
12：00）の窓口開庁事務を実施。
市民課窓口業務の委託化に伴い、平成27年4月から、旅
券交付申請者の利便性向上のため、委託先事業者によ
る収入印紙等の販売を開始することとした。
（継続実施）
【子育て応援課】
こども館を下記のとおり開館した。
毎週月曜日休館日（児童センターは第３日曜日も休館
日）
開館時間　10:00～19:00
（活動室の利用及び、子どもだけでの利用は、17:00ま
で）
【金谷南地域総合課】
取扱業務について下記のとおり実施した。(継続実施)
・窓口時間外延長
　毎日17:15～19:00
・窓口開庁事務
　毎週土曜日8:30～12:00
【会計課】
12:00～13:00の時間帯について、市金庫を開け、金融
機関派遣職員による通常対応とした。市金庫が閉じて
いる8:30～9:00、16:00～17:15の間は、会計課におい
て市税等を収納できる体制をとった。（継続実施）
【図書館】
・島田図書館の開館時間（継続実施）
（火～金）9：30～20：00、（土・日・祝）9：30～
17:30
・金谷図書館の開館時間（継続実施）
（火・水、土・日）9：30～17：30、（木・金）9:30～
19:00
・新川根図書館の開館時間については、検討中
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〔推進項目（1）利用しやすい行政サービス体制の確立〕

市政出前講座の実施

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

申請・届出と手続の
簡素化

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

市民が求めるサービスを的確・適切に提供し、市民の利便性の向上を図るとともに、行政運営及びまちづくりへの市民参加を促すための制度や仕組みを確立し、市民活動が行いやすい体制づくりを目指す。
具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組） 効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

目標効果額の算出根拠
22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→） 25年度取組予定（→） 26年度取組予定（→）

【企画課】
広報に掲載し、市民へ周知する。
平成23年度講座数  82
【福祉課】
島田市地域福祉計画を策定したことに
より、「地域福祉の推進」を追加す
る。

【広報課】
広報、ホームページ、ＦＭ島田等によ
り、市民への周知を行う。
平成24年度講座数　83

【都市計画課】
広報、ホームページ等により、市民へ
の周知を行う。
・景観計画説明会
・都市計画の概要説明会を実施してい
く。

【都市計画課】
広報、ホームページ等により、市民へ
の周知を行う。
【危機管理課】
広報に掲載し、市民へ周知する。
【国保年金課】
要望があれば、引き続き実施してい
く。
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【企画課】
広報に掲載し、市民へ周知する。
平成22年度講座数　83
【総務課】
情報公開と個人情報保護制度につい
て、出前講座を活用して周知を図る。
【市民安全課】
消費生活講座、防犯講座、地震防災教
室、交通安全教室
【市民課】
平成22年度も要望があれば、引き続き
実施していく。

効果額は算出しない。
行政への市民参加の促進が見込まれ
る。

－

出前講座を開催し、
協働のまちづくりへ
の市民参加を促進す
る。

22年度取組実績（○） 23年度取組実績（○） 24年度取組実績（○） 25年度取組実績（○） 26年度取組実績（○）

全庁

【企画課】
広報に掲載し、市民へ周知した。
【総務課】
講座開催の要請が無かったため実績な
し。
【市民安全課】
・消費生活講座　24回
・防犯講座    　32回
・地震防災教室   3回
・交通安全教室　35回
【市民課】
要望が無いため実績なし。

具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組）

【企画課】
広報に掲載し、市民へ周知する。
平成23年度実施回数　144回
　　　　　参加人数　4,969人

【広報課】
広報、ホームページ、ＦＭ島田等によ
り、市民への周知を行った。
【都市計画課】
広報に掲載し、市民へ周知する。
平成24年度、景観計画の策定説明会
実施回数　4地区説明　　46人
　　　　　各委員会等　 97人
　

【都市計画課】
広報、ホームページ等により、市民へ
の周知を行った。
平成25年度 景観条例説明会
　　　　　 実施回数　２回
　　　　　 参加人数　64名
【防災課】
広報に掲載し、市民へ周知した。
実施回数　９回
参加人数　548人
【国保年金課】
平成25年度実施回数　1回
　　　　　参加人数　41人

【広報課】
広報に掲載し、市民へ周知する。
平成26年度開催実績
　94件　参加者　3,571人

効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

目標効果額の算出根拠
22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→） 25年度取組予定（→） 26年度取組予定（→）

【市民課】
窓口受付システムを導入し、来庁者が
スムースな届出・申請ができるように
する。

【市民課】
引き続き、窓口受付事務の簡素化・効
率化について研究を行う。

【市民課】
引き続き、窓口受付事務の簡素化・効
率化について研究を行う。

【市民課】
引き続き、窓口受付事務の簡素化・効
率化について研究を行う。

①
市
民
窓
口
等
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ー

ビ
ス
の
向
上
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【市民課】
将来的住民サービスの検証を行い、窓
口業務の民間委託化に向けた調査研究
を行う。

効果額は算出しない。
システム更新に伴う、手続きの簡素
化と事務処理の迅速化、効率化が見
込まれる。

－

申請、届出等の手続
の簡素化と事務処理
の迅速化、効率化を
調査研究、実施す
る。
市民課：H22.4印鑑
登録、証明書交付申
請のシステム更新

22年度取組実績（→） 23年度取組実績（○） 24年度取組実績（→） 25年度取組実績（→） 26年度取組実績（→）

全庁
市民課

【市民課】
印鑑登録、証明書交付申請のシステム
更新を行い、本格稼動した。
新システムの稼動により、登録及び交
付に掛かる時間が短縮された。

【市民課】
窓口受付システムを導入し、届出・申
請処理の迅速化を図った。

【市民課】
窓口受付システムを活用し、迅速な届
出・申請処理を行っている。（継続実
施）

【市民課】
窓口受付システムを活用し、迅速な届
出・申請処理を行っている。（継続実
施）

【市民課】
窓口受付システムを活用し、迅速な届
出・申請処理を行っている。（継続実
施）

2/10



〔推進項目（1）利用しやすい行政サービス体制の確立〕

市民活動拠点施設の
整備

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

病院情報システム
（部門システム含
む）の整備

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

目標効果額の算出根拠

H21年度のサーバ更新の際に更新を見
合わせた、端末とプリンタについて更
新
H22年度に引き続き、給食システムに
ついての調査・検討、新病院建設に向
けた病院情報システムの更新計画

新病院建設の方向性が未定であるた
め、病院情報システムのうち、電子カ
ルテシステムの更新を早急に実施する
よう検討する。

次期電子カルテシステム選定のための
情報収集及び、情報委員会の発足を行
う。
部門システムの更新についても検討す
る。

電子カルテシステムとふじのくにバー
チャルメガホスピタルを連携するため
の機器及びネットワークの整備を行
う。
H22年度に引き続き、新病院建設に向
けた病院情報システムの検討

26年度取組予定（→）25年度取組予定（→）

26年度取組予定（→）

具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組）

市民が求めるサービスを的確・適切に提供し、市民の利便性の向上を図るとともに、行政運営及びまちづくりへの市民参加を促すための制度や仕組みを確立し、市民活動が行いやすい体制づくりを目指す。

(
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市民活動団体の活動拠点となる施設整
備について、来年度実施に向けて準備
する。

効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

目標効果額の算出根拠
22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→） 25年度取組予定（→）

－

市民活動に対する支
援、機能の充実を図
る拠点施設を整備す
る。

22年度取組実績（→） 23年度取組実績（→） 24年度取組実績（→） 25年度取組実績（→） 26年度取組実績（→）

政策推進課

活動拠点施設の整備に向け、来年度予
算を計上した。

市民活動の拠点となる施設の整備と内
容について具体的な検討を行う。

市の他事業の関係で整備箇所を確保で
きなかったため、具体的に市民活動の
拠点となる施設と内容について結論を
出すことができなかった。

公共施設の跡利用の中で、活動拠点に
ついて可能性を探った。施設配置を協
議する中で、結論を出すことができな
かった。

既存の公共施設のなかで、社会貢献活
動団体が使用可能なスペースがあるか
各課へ可能性調査を実施した。

拠点施設の必要性が明確にならなかっ
たため、引き続き検討する。

効果額は算出しない。
市民活動の拠点施設の整備に伴い、
地域の活性化及び行政運営の担い手
としての効果が見込まれる。

市民活動の拠点となる施設の整備と内
容について具体的な検討を行う。

既存の公共施設のなかで、社会貢献活
動団体が使用可能なスペースがあるか
各課へ可能性調査をする。

拠点施設の必要性を明確にした上で、
必要と判断される場合には、昨年度の
調査結果を踏まえ、適所と思われる施
設への整備について検討する。

給食システム及び健診システムの調
査・検討
新病院建設に向けた病院情報システム
（部門システム含む）の更新計画

具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組）

22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→）

効果額は算出しない。
病診連携の推進が目的となるが、新
病院建設に伴う次期病院情報システ
ム更新計画については、時期未確定
のため調査研究を継続して行う。

－

給食システム及び健
診システムは平成22
年度中に調査・検
討、23年度に更新を
行う。また、新病院
建設に伴う次期病院
情報システムの構築
に向け、平成25年度
に調査・検討、26年
度に機種選定を実施
する。

22年度取組実績（→） 23年度取組実績（○） 24年度取組実績（→） 25年度取組実績（→） 26年度取組実績（→）

医療情報室

給食システムについては、H23年度更
新を見合わせたため、引き続き調査・
検討を継続する。健診システムについ
ては調査・検討の結果、ハードのみの
更新とし、H23年度に実施する。新病
院建設に向けた病院情報システムの更
新計画については、H23年度も引き続
き検討を継続する。

H21年度のサーバ更新の際に更新を見
合わせた、電子カルテ端末とプリンタ
について更新を完了した。
給食システム、健診システムについて
も更新を完了した。

電子カルテシステムとふじのくにバー
チャルメガホスピタルを連携するため
の機器及びネットワークの整備を行っ
た。
新病院建設に向けた病院情報システム
について検討する。

新病院の開院予定時期が遅れ、現行の
電子カルテシステムを新病院開院まで
保守することが難しくなったため、電
子カルテシステムの更新時期を平成28
年度に決めた。
部門システムの更新時期については
H26年度も引き続き検討する。

次期電子カルテシステム選定のための
情報収集として、モダンホスピタル
ショウへの出席、中東遠総合医療セン
ターの視察、電子カルテベンダ５社に
システムデモを実施させ、その機能評
価等を行った。医療・個人情報安全管
理委員会を次期電子カルテシステム選
定のための委員会とすることを決定し
た。
平成27年度に部門ヒアリングを行い、
更新要望のあった部門システムについ
ては、電子カルテシステムの更新に合
わせて更新することを決定した。

③
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

48

3/10



〔推進項目（2）人材の育成〕

人材育成基本方針に
基づく研修

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

人事考課制度の導入

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

地方分権の時代に相応しい政策立案能力や説明責任能力に優れた人材の育成に努めるとともに、職員の能力を引き出し、意識を高めることができる制度や体制を構築することにより活性化を促す。
具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組） 効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

目標効果額の算出根拠
22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→） 25年度取組予定（→） 26年度取組予定（→）

昨年度に引き続き庁内実務講座等につ
いて、内部講師を活用して実施してい
く。

昨年度に引き続き庁内実務講座等につ
いて、内部講師を活用して実施してい
く。

昨年度に引き続き庁内実務講座等につ
いて、内部講師を活用して実施してい
く。

昨年度に引き続き庁内実務講座等につ
いて、内部講師を活用して実施してい
く。

①
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昨年実施した庁内実務講座を引き続き
開催する等、職員の資質向上を目的と
した研修を内部講師を活用しながら実
施していく。

庁内実務講座
・11講座実施
・497人受講

効果額は算出しない。
職階に応じて求められる職員像の実
現が見込まれる。

－

平成19年度に見直し
を行った「人材育成
基本方針」に基づき
研修計画を策定す
る。

22年度取組実績（○） 23年度取組実績（○） 24年度取組実績（○） 25年度取組実績（○） 26年度取組実績（○）

人事課

庁内実務講座
９講座実施 229人受講

具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組）

庁内実務講座
・18講座実施
・678人受講

庁内実務講座
・15講座実施
・501人受講

庁内実務講座
・15講座実施
・497人受講

効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

目標効果額の算出根拠
22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→） 25年度取組予定（→） 26年度取組予定（→）

行政職のみを対象に全庁試行を実施す
る。
更なる検討を進め、早期の本格導入に
繋げていく。

引き続き行政職のみを対象に全庁試行
を実施する。
更なる検討を進め、早期の本格導入に
繋げていく。

引き続き行政職のみを対象に全庁試行
を実施する。
更なる検討を進め、早期の本格導入に
繋げていく。

引き続き行政職のみを対象に全庁試行
を実施する。
地方公務員法の改正に伴う本格導入に
向け、情報収集、関係機関との連絡調
整、内容の見直し等を進めていく。

②
能
力
・
実
績
重
視
の
新
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築

50

試行結果を分析し、職員がより取り組
みやすい制度に改善する。また対象を
行政職以外にも拡大できる制度への見
直しを行う。

行政職のみ全庁試行を実施した。
また、毎年度事務の見直しを行い簡略
化を進めてきたが、地方公務員法の一
部改正により本格導入が義務付けられ
たため、併せて、実績シート及び能力
シートの提出を前提とした見直しを
行った。

効果額は算出しない。
職員の意識改革・組織の活性化が効
果として見込まれる。

－

試行結果を分析し、
職員がより取り組み
やすい制度に改善す
る。また対象を行政
職以外にも拡大でき
る制度への見直しを
行う。

22年度取組実績（→） 23年度取組実績（→） 24年度取組実績（→） 25年度取組実績（→） 26年度取組実績（→）

人事課

人事考課制度検討委員会幹事会を発
足、H21年度の試行結果を基に、より
取組みやすい制度として改善。H23年
度の全庁試行に備えた。

行政職のみ全庁試行を実施した。

行政職のみ全庁試行を実施した。
また、毎年度事務の見直しを行い簡略
化を進め、翌年度から実績シートのみ
の提出とした。

行政職のみ全庁試行を実施した。
また、毎年度事務の見直しを行い簡略
化を進め、翌年度から実績シートのみ
の提出とした。
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〔推進項目（2）人材の育成〕

地域課題研修、政策
形成研修などの実施

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組）

地方分権の時代に相応しい政策立案能力や説明責任能力に優れた人材の育成に努めるとともに、職員の能力を引き出し、意識を高めることができる制度や体制を構築することにより活性化を促す。

効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

目標効果額の算出根拠
22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→） 25年度取組予定（→） 26年度取組予定（→）

(地域)政策課題研修は市町村アカデ
ミーへ３人派遣。また、政策形成研修
は３市合同で実施し、各市10人ずつの
受講を予定（藤枝市で開催）

（地域）政策課題研修は市町村アカデ
ミーへ３人派遣。また、政策形成研修
は３市合同で実施し、各市１０人ずつ
の受講を予定（島田市で開催）

政策課題研修は市町村アカデミーへ3
人派遣。また、政策形成研修は３市合
同で実施し、各市10人ずつの受講を予
定（焼津市で開催）

市町村アカデミー（制度運用篇）へ11
人派遣予定。また、政策形成研修は３
市合同で実施し、各市10人ずつの受講
を予定（藤枝市で開催）

効果額は算出しない。
職員の能力及び資質の向上が見込ま
れる。

－

市政に関する知識を
深め、広範な知識と
問題意識を持った職
員の養成を図る。ま
た３市合同研修にお
いては、時事の課題
を的確に捉えた研修
メニューの設定に努
める。

22年度取組実績（→） 23年度取組実績（→） 24年度取組実績（→） 25年度取組実績（→） 26年度取組実績（→）

人事課

(地域)政策課題研修 １人
政策形成研修 10人 実施

(地域）政策課題研修　３人
政策形成研修　１０人　実施

（地域）政策課題研修３人
政策形成研修は　９人　実施

市町村アカデミー（制度運用篇）９人
政策形成研修は　10人　実施

（旧）政策課題研修２人
政策形成研修は　10人　実施

③
地
域
課
題
研
修

、
政
策
形
成
研
修
な
ど
多
様
な
研
修
に
よ
る
質
の
高
い
職
員
の
養
成

51

地域課題研修は今年度も市町村アカデ
ミーに３人を派遣する。また、政策形
成は３市合同で実施、各市10人ずつの
参加を予定している。
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〔推進項目（2）人材の育成〕

県、静岡市、３市間
の人事交流研修の実
施

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

地方分権の時代に相応しい政策立案能力や説明責任能力に優れた人材の育成に努めるとともに、職員の能力を引き出し、意識を高めることができる制度や体制を構築することにより活性化を促す。
具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組）
目標効果額の算出根拠

22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→） 25年度取組予定（→） 26年度取組予定（→）

④
県

、
近
隣
市
等
と
の
積
極
的
な
人
事
交
流
及
び
公
益
法
人
等
へ
の
必
要
に
応
じ
た
人
材
派
遣

52

県に１人、静岡市に３人、焼津市、藤
枝市にそれぞれ１人を派遣している。

効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

県１人、静岡市２人、焼津市１人、藤
枝市１人、滞納整理機構１人派遣して
いる。

県２人（この内1人は3カ月）、焼津市
１人、藤枝市１人派遣。

県１人、焼津市１人、藤枝市１人派
遣。

県１人、焼津市１人、藤枝市１人派
遣。

県１人、焼津市１人、藤枝市１人派遣
した。

県１人、静岡市２人、焼津市１人、藤
枝市１人、島田市社会福祉協議会１人
派遣した。

県２人（この内1人は３か月）、焼津
市１人、藤枝市１人派遣した。

県１人、焼津市１人、藤枝市１人派遣
した。

効果額は算出しない。
職員の資質向上又は人的ネットワー
クの構築が見込まれる。

－

積極的な職員の登用
を図るため、職員意
向調査で派遣を希望
する職員を対象とす
る。派遣先は島田市
の行政課題を的確に
捉え、効果的な部署
への交流を図る。

22年度取組実績（○） 23年度取組実績（○） 24年度取組実績（○） 25年度取組実績（○） 26年度取組実績（○）

人事課

県１人、静岡市３人、焼津市１人、藤
枝市１人を派遣した。
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〔推進項目（2）人材の育成〕

女性職員を対象とし
た研修の実施

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

地方分権の時代に相応しい政策立案能力や説明責任能力に優れた人材の育成に努めるとともに、職員の能力を引き出し、意識を高めることができる制度や体制を構築することにより活性化を促す。

目標効果額の算出根拠
22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→） 25年度取組予定（－） 26年度取組予定（－）

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組）

53

３市（焼津市、藤枝市、島田市）合同
で女性職員のキャリアアップを目的と
した研修を実施する。

効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

効果額は算出しない。
女性職員の資質向上、人的ネット
ワークの構築が見込まれる。

昨年度に引き続き3市合同女性職員
キャリアアップ研修を実施する。
各市10人ずつの受講を予定。（島田市
で開催）

昨年度に引き続き3市合同女性職員
キャリアアップ研修を実施する。
各市10人ずつの受講を予定。（焼津市
で開催）

女性職員（採用後3年未満、又は病院
職員・技能労務職員を除く）にほぼ受
講が行き渡ったため、一旦実施を見合
わせる。

女性職員（採用後3年未満、又は病院
職員・技能労務職員を除く）にほぼ受
講が行き渡ったため、平成25年度と同
様、実施を見合わせる。

３市合同女性職員キャリアアップ研修
実施、受講者数10人

３市合同女性職員キャリアアップ研修
実施、受講者数10人

平成24年度までに取組を完了したた
め、実施していない。

平成24年度までに取組を完了したた
め、実施していない。

⑤
男
女
共
同
参
画
の
趣
旨
に
基
づ
き

、
個
性
や
能
力
を
発
揮
で
き
る
機
会
の
確
保

－

３市(焼津市、藤枝
市、島田市)合同で
女性職員に期待され
る役割の認識や問題
解決能力、コミュニ
ケーション能力の養
成、組織における
リーダーシップなど
を学ぶことを目的に
研修を実施する。

22年度取組実績（○） 23年度取組実績（○） 24年度取組実績（◎） 25年度取組実績（－） 26年度取組実績（－）

人事課

3市合同女性職員キャリアアップ研修
実施、受講者数９人
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〔推進項目（3）公正の確保と透明性の向上〕

審議会、協議会等の
会議録の公開

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

ファイリングシステ
ムの維持管理

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

開かれた行政を積極的に進めるため、情報公開条例や行政手続条例を適正に運用し、行政の公平性た透明性を確保する。また、行政改革の推進状況を積極的に情報提供するなど、公正で開かれた市政を推進する。適正な行政運営の確保を図るため、監査機能をより充実する。

①
情
報
公
開
制
度
の
充
実

55

引き続き、ファイリングの日及びファ
イリングシステム実地指導を行い、維
持管理に努める。

【総務課】
引き続き、ファイリングの日及びファ
イリングシステム実地指導を行い、維
持管理に努める。

【総務課】
毎月各保管単位ごとにファイリングの
日を実施させ報告書を提出させた。ま
た、職員による文書管理委員において
ファイリング実地指導を実施し、維持
管理に努めた。

－

全庁

ファイリングの日を実施し、日常的な
維持管理に努めた。
また、ファイリングシステム実地指導
を行い、基本ルールの徹底を図った。

【総務課】
毎月各保管単位ごとにファイリングの
日を実施させ報告書を提出させた。ま
た、職員による文書管理委員において
ファイリング実地指導を実施し、維持
管理に努めた。

【総務課】
毎月各保管単位ごとにファイリングの
日を実施させ報告書を提出させた。ま
た、職員による文書管理委員において
ファイリング実地指導を実施し、維持
管理に努めた。

ファイリングの日を実施し、日常的な
維持管理に努める。
ファイリングシステム実地指導を行
い、基本ルールの徹底を図る。

【総務課】
引き続き、ファイリングの日及びファ
イリングシステム実地指導を行い、維
持管理に努める。

情報公開制度に対応
したファイリングシ
ステムの維持管理に
努める。

22年度取組実績（○） 23年度取組実績（○）

目標効果額の算出根拠
22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→） 25年度取組予定（→） 26年度取組予定（→）

【総務課】
引き続き、ファイリングの日及びファ
イリングシステム実地指導を行い、維
持管理に努める。

効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

効果額は算出しない。
情報公開制度に対応した、適正な文
書管理。

24年度取組実績（○） 25年度取組実績（○） 26年度取組実績（○）

【総務課】
毎月各保管単位ごとにファイリングの
日を実施させ報告書を提出させた。ま
た、職員による文書管理委員において
ファイリング実地指導を実施し、維持
管理に努めた。

具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組）

①
情
報
公
開
制
度
の
充
実
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【総務課】
島田市個人情報保護審議会の会議の議
事要録を公開（ホームページ及び情報
公開コーナー）
【教育総務課】
教育委員会会議録は原則公開とする。
【社会教育課】
各協議会の会議報告書を作成する。
【図書館】
図書館協議会会議録を、図書館資料と
して市内３図書館おいて自由に閲覧で
きる体制とする。

【総務課】
引き続き、島田市個人情報保護審議会
の会議の議事要録を公開する。
【教育総務課】
教育委員会会議録は原則公開とする。
【図書館】
図書館協議会会議録を、図書館資料と
して市内3図書館において公開する。

【総務課】
引き続き、島田市個人情報保護審議会
の会議の議事要録を公開する。
【教育総務課】
教育委員会会議録は原則公開とする。
【図書館】
図書館協議会会議録を、図書館資料と
して市内3図書館において公開する。

効果額は算出しない。
情報公開制度に対応した、公正性及
び透明性の確保。

－

各種審議会、協議会
等の会議録は、原則
公開とし、公正性及
び透明性の確保を図
る。

22年度取組実績（→） 23年度取組実績（→） 24年度取組実績（→） 25年度取組実績（→） 26年度取組実績（→）

全庁

【総務課】
島田市個人情報保護審議会の会議の議
事要録を公開した。
【教育総務課】
教育委員会会議録は原則公開としてい
る。
【社会教育課】
会議報告書の公表なし。
【図書館】
図書館協議会会議録を、図書館資料と
して市内3図書館において公開した。

【総務課】
島田市個人情報保護審議会の会議の議
事要録を市ホームページ及び情報公開
コーナーにおいて公開した。
【教育総務課】
教育委員会会議録は原則公開としてい
る。
【図書館】
図書館協議会会議録を、図書館資料と
して市内3図書館において公開した。

【総務課】
島田市個人情報保護審議会の会議の議
事要録を市ホームページ及び情報公開
コーナーにおいて公開した。
【教育総務課】
教育委員会会議録は原則公開としてい
る。
【図書館】
図書館協議会会議録を、図書館資料と
して市内4図書館において公開した。

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組）

【総務課】
引き続き、島田市個人情報保護審議会
の会議の議事要録を公開する。
【教育総務課】
教育委員会会議録は原則公開とする。
【図書館】
図書館協議会会議録を、図書館資料と
して市内4図書館において公開する。

【企画課】
会議の公開及び会議録の公表に関する
要綱を制定する。
【総務課】
引き続き、島田市個人情報保護審議会
の会議の議事要録を公開する。
【教育総務課】
教育委員会会議録は原則公開とする。
【図書館】
図書館協議会会議録を、図書館資料と
して市内3図書館において公開する。

【総務課】
島田市個人情報保護審議会の会議の議
事要録を市ホームページ及び情報公開
コーナーにおいて公開した。
【教育総務課】
教育委員会会議録は原則公開としてお
り、市ホームページでも公開すること
とした。
【図書館】
図書館協議会会議録を、図書館資料と
して市内3図書館において公開する。

【企画課】
会議の公開及び会議録の公表に関する
要綱を制定した。
【総務課】
引き続き、島田市個人情報保護審議会
の会議の議事要録を公開した。
【教育総務課】
教育委員会会議録は原則公開としてお
り、市ホームページでも公開した。
【図書館】
図書館協議会会議録を、ホームページ
に掲載するとともに、図書館資料とし
て市内３図書館において公開した。

効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

目標効果額の算出根拠
22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→） 25年度取組予定（→） 26年度取組予定（→）

具
体
的
事
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〔推進項目（3）公正の確保と透明性の向上〕

公文書の適正保管と
情報公開の推進

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

一定の公職にある者
等からの提言等に関
する対応の制度化

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

開かれた行政を積極的に進めるため、情報公開条例や行政手続条例を適正に運用し、行政の公平性た透明性を確保する。また、行政改革の推進状況を積極的に情報提供するなど、公正で開かれた市政を推進する。適正な行政運営の確保を図るため、監査機能をより充実する。

26年度取組実績（×）

【企画調整課】
制度化の可能性を研究する。
【総務課】
実施しない

26年度取組実績（→）

歴史的資料、一般文書を問わず公文書
の適正保管に努めた。
また、新たに文書の保管場所（書庫）
を確保した。

ファイリングシステムに基づき、既存
の施設を活用した公文書の適切な保管
に努めた。（昨年度新たに確保した保
管場所（書庫）を一般文書の保存場所
として使用を開始した。）

25年度取組実績（×）

26年度取組予定（→）

－

【企画調整課】
制度化に関する具体的な調査研究は行
わなかった。
【総務課】
実施しない

【企画調整課】
制度化に関する具体的な調査研究は行
わなかった。
【総務課】
実施しない

【総務課】
実施しない

【企画調整課】
制度化に関する具体的な調査研究は行
わなかった。
【総務課】
実施しない

目標効果額の算出根拠
22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→） 25年度取組予定（→）

②
一
定
の
公
職
に
あ
る
者
等
か
ら
の
提
言
等
に
関
す
る
対
応
の
制
度
化
検
討

57

制度化に向けた資料の収集や研究を行
う。

制度化に向け資料収集を行った。

企画課
総務課

【企画調整課】
制度化の可能性を研究する。
【総務課】
実施しない

効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

研究を深め、制度化
する。

22年度取組実績（→） 23年度取組実績（×） 24年度取組実績（×）

効果額は算出しない。

【企画課】
制度化に関する具体的な調査研究は行
わなかった。
【総務課】
実施しない

近隣市等の状況の確認と方向性を研究
し、制度化の可能性を検討する。

具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組）

①
情
報
公
開
制
度
の
充
実

56 25年度取組実績（→）

【総務課】
実施しない

23年度取組実績（→）

歴史的資料として重要な価値を有する
公文書等の取扱いについて、近隣市等
の状況の確認と今後の方向性を研究す
る。

歴史的・文化的資料として重要と思わ
れる文書の保管について全庁に周知を
図る。

ファイリングシステムに基づき、既存
の施設を活用した公文書の適切な保管
に努める。

総務課

歴史的・文化的資料、一般文書を問わ
ず、公文書の保管に努めた。
保管場所：本庁舎地下、第３庁舎、西
雑庫等

【総務課】
実施しない

歴史的資料、一般文書を問わず公文書
の適正保管に努めた。
本庁舎及びおおるり内の執務場所の再
編に伴い、文書保管場所を確保するた
め、関係部署と調整を行った。

歴史的資料として重
要な価値を有する公
文書等を市民の共通
の財産として継続的
に後世に伝えるた
め、これを保存し、
利用に供する公文書
センターなどの機能
を整備する。

22年度取組実績（→） 24年度取組実績（→）

具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組）

22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→）

－

目標効果額の算出根拠
25年度取組予定（→） 26年度取組予定（→）

ファイリングシステムに基づき、既存
の施設を活用した公文書の適切な保管
に努める。（昨年度新たに確保した保
管場所（書庫）を一般文書の保存場所
として使用を開始する。）

効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

効果額は算出しない。
行政の効率化・透明性の確保、歴史
資料の利用促進。
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〔推進項目（3）公正の確保と透明性の向上〕

パブリック・コメン
ト制度の活用

削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円 削減見込額 － 円

効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円 効果見込額 － 円

削減見込額合計（円） －

効果見込額合計（円） －

削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額 － 円 削減額合計（円） －

効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額 － 円 効果額合計（円） －

開かれた行政を積極的に進めるため、情報公開条例や行政手続条例を適正に運用し、行政の公平性た透明性を確保する。また、行政改革の推進状況を積極的に情報提供するなど、公正で開かれた市政を推進する。適正な行政運営の確保を図るため、監査機能をより充実する。

－

市の基本的な政策等
を策定する過程で素
案を公表し、市民等
から意見を募集し、
寄せられた意見を考
慮しながら最終案を
策定する。

22年度取組実績（○） 23年度取組実績（○） 24年度取組実績（○） 25年度取組実績（○） 26年度取組実績（○）

全庁

【図書館】
中心市街地交流拠点施設基本計画(島
田図書館関係)のパブリック・コメン
トを実施した。
【福祉課】
島田市地域福祉計画(案)について実施
した。

景観計画、スポーツのまちづくり計画
など、９件のパブリック・コメントを
実施した。

引き続き実施する。 引き続き実施する。 引き続き実施する。 引き続き実施する。

７件実施

25年度取組予定（→）

③
パ
ブ
リ

ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
の
活
用

58

【図書館】
中心市街地交流拠点施設基本計画（島
田図書館関係）

効果額は算出しない。
市民参加の市政運営が見込まれる。

島田市総合計画後期基本計画（案）な
ど、６件のパブリック・コメントを実
施した。

島田市行政経営戦略（案）など、15件
のパブリック・コメントを実施した。

具
体
的
事

No. 個別項目／具体的取組／担当課等

上段：予定、下段：実績　目標達成の状況／取組状況（◎･･･達成（取組完了）、○･･･達成（毎年度取組）、×･･･未達成、→･･･取組中、－･･･今後の取組） 効果額算出根拠又は
効果額が算出できない場合の効果

目標効果額の算出根拠
22年度取組予定(→) 23年度取組予定(→) 24年度取組予定（→） 25年度取組予定（→）
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